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　　　自由研究発表要旨

北部 ベ トナ ム に お ける 「伝統」復興 に 関す る
一

考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 小 川 有子 （東京大学 大学院）

　「伝統」の 復興・創生 とは
、
い かに して起 こ り、 それ は その 社会 にお い て い かな る機能 を持

つ の で あろ うか 。 北部ベ トナム の 多 くの 地域 に お い て 、1980年代 後半 に始ま っ た改革開放

政策で ある ドイモ イ路線の 採択以 降、家庭や村落の レ ベ ル で 、 祭礼や儀礼等さ まざまな 「伝
統」の 復 興が 、 顕著な社会現 象と して 起 こ っ て い る 。 こ の 現象は、なぜ

、 どの よ うに起 こ り 、

どの よ うに機能 して い るの で あ ろ うか 。
ベ トナム にお ける 「伝統」的社会構造 、 宗教 ・儀礼等

に つ い て は 、 植民地 期か ら現在 に至 る まで国内外 に研究の 蓄積が あ るが 、 そこ で は こ れ ら

と社会変化 との 相関に つ い て はほ とん ど触れ られ て い ない 。 またベ トナ ム にお け る宗教 の

復興 再生 につ い て は 、 キ リス ト教 を中心 に 若干の 論文が存在す るが 、 それ らは フ ィ
ー

ル ド

ワ
ー

ク を基 に構築 された もの で は な く、 また も っ ぱ ら国家の 宗教政策の 変遷 が 主題 とな っ

て い る 。
こ こで は 、 北部ベ トナム の村落祭礼 と、そ れを執 り行 う共同集会所「亭」が 、 1945年

8月革命以 降現在 に至 る まで 、 どの よ うな変遷 を遂 げ て きたか を追 うこ とに よ り、 復興の 実
態 と要因 を検討 する

。

　9945年以 前、村 落は ム ラ独 自の神 を守護神と して 紀 り、そ の 自治 は村 落の 共同集会所で

ある 亭 を中心 に執 り行 われ て い た 。 守護神 と村落祭礼 をめ ぐる独自の 規則が 持つ
、 村の 外

部 へ の 排他性 、 祝祭が生 み 出す共 同体内の 相互 的横関係 は、村の 共同性 bア イ デ ン テ ィ テ ィ

を創出 ・維持する 装置 と して 機能 した 。 同時 に守護神 と祭礼 は 、村 落内の 社会秩序 と祭祀 を

独占する エ リ
ー

ト層 か ら成 る祭司グル
ープの 特権を 、 正 当化 して きた 。

こ うした村落の構
造は 、 8月革命以降どの よ うに変化 したの で あ ろ うか 。 194S年以降 ドイモ イ まで の 期間 を「伝

統」の 「断絶の 時代」と捉 え 、
こ の 時代を革命・階級闘争期 （1945年〜50年代後半）、集団農業 ・

戦時総動員体制期 （1950年代後半 〜75年）、 国家政策に よる禁止期（］975年〜80年代半ば）の

3段階 に区分 し、 祭礼 と亭 の 変化、社会状況の 変化 を検討す る 。 そ の 後の 「復興の 時代」にベ

トナ ム は 、 東側陣営の 崩壊に平行 し、 自己の アイ デ ン テ ィ テ ィ を
一
律的な社会主義的世界

観か ら独 自性へ と求め 始め 、 国家は
一

部の ベ トナム 的「俵統」的生活・慣習 を容認 し始 める 。

国家 レベ ル の 変遷 に平行 し 、 2力村で の フ ィ
ール ドワ

ー
ク を基に 、 村落内で は どの よ うな変

化が あ っ たの か を追 う。

　現在、村落祭礼 や亭が復興 しつ つ あ るが 、 それ ら をめ ぐる村落 ・国家の 社会環境 は 、 断絶

以前か ら大 き く変容 して い る 。 祭礼 に お い て
一
部 切 り捨 て られ る もの 、新 た に創 出 され る

もの な ど 、 村落祭礼 の 要素は 人 々 の 欲求・社会状況 に合わせ て 取捨選択 されて い る 。 村落祭
礼 は 現在、他の 共同体 との 差異化 をは か りア イデ ン テ ィ テ ィ を確認 す る もの 、新時代の 娯

楽 、 と して 機能 して い る と言 えるだ ろ う 。

ル イ ロ ウ城 ：紀元後 IOOO年紀前半 の 紅河 デ ル タの 城郭 とその 周辺

　　　　　　　　　　　　　　　　　　西 村 昌也 （日本学術 振興会特別研究員）

　ル イ ロ ウ （Lien　Lau）古城址 はバ ッ ク ニ ン （Bac　M 曲 ）省の Thuan 　Thanh（ト ゥ ア ン タイ ン ）

県の 旧ザウ （Dau）川わ きの 自然堤 防上 に位置 して い る 。 漢書か ら南 北朝代 の 各史書に記 さ

れ る贏 ロ ウ （Lien　Lau，LttyLau）県 の 中心地 と比定 され て い る 。 前漢代 の ある 時期か ら 、 後漢

代 まで 交趾郡の 郡治で もあ り、後漢末か ら三 国初頭 の 交州太守 と して威 をふ る っ た士 燮の
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治所 と考 え られて い る （参考 ：桜井 1979）。 1999年 の 二 回に わた る発掘調査 は当城郭域の 人

類居住が先 史時代 に遡 り、 紀元後 1世紀 を本格的利用開始期 と し、確実に 4−5世紀前後 まで

存続 した こ とを明 らか に しつ つ ある 。 城塁建設の 時期 に関 して は紀元後 2世紀を年代の 下

限 と して い る 。

　第 1 発掘地 点で は 当城郭内に広範囲に わ た る青銅器鋳造工房が あっ た こ とを明 らか に

した 。 工房の 年代下 限 は 、34 世紀 と考 えられ、下層の 未掘部分 に さ らに遡る鋳造遺構が確

認で きる ことか ら 、 工房の存続年代 はか な り長か っ た と考え られ る 。 また、当工 房域の
一

角

で 筆者 はヘ ーガー1式型銅鼓の鋳型 を確認 して い る（Nishimura1998 ）。 当鋳型は北 部ヴ ェ Pナ

ム を中心 に発見 される ドン ソ ン 型銅 鼓の 後期に相当す る もの で （今村 1993）、 その 年代 は 当

城郭の 存続年代幅の なか に位置づ け られ る 。従 っ て
、 当城郭内に は 、

ヘ ーガ ー
試 銅鼓 を制

作する 集団 が 中国系の 青銅器 を制作す る集団 と共存 して い た 、 あ る い は同
一・一

で あ っ た と考

え られ る。 また 、丁盟 Kieuや Oc　Eo と共通す る遺物が 発見 された り、 出土 して お り、中国の み

な らず東南 ア ジア 各地域 間 との 交流 を雄弁 に物語 っ て い る 。

　特 に 、 イ ン ド系 の文化遺物 に は注 意を払 う必要が ある 。 北部 ヴ ェ トナ ム最 初の 仏教伝来

地 とされ る Dau 寺 は城郭の す ぐそば にあ り、もし 、 寺の 位置が当時か ら変化 して い な けれ ば

城域内に存在 して い た と考え られ る 。 城郭内の 瓦当は蓮華文や 入面文を用 い
、
・Tra・Kieu同様

に仏教等の イ ン ド起源宗教の 臭い を濃厚 に漂 わ して い る。こ うした こ とか ら、こ の ル イ ロ

ウ城 に存在 した 政権（例 二士 燮）は その 政権下 に多様 な文化背景を持 っ た集団 を抱 えて い た

こ とが推察で きる。
こ れは 、 当時の他 の東 南ア ジア 初期国家 と同様 な状況で あ り、

こ うした

状況 を支えた の は紀 元後 2 − 3 世紀 に お い て 、 紅河 デル タ域が南海 交易の 中継 中心 地で

あ っ たか らで あろ う。
こ れ は該期の磚室墓が デ ル タ全域、特に交通 の 要所 に 多数確認 され

る こ とに裏付 けられて い る 。 しか し、3 − 4 世紀 の ある 時期か ら、こ の 磚室墓 は激 減する 。

こ れ は南海交易 自身は その 後 さ らに活発化するが 、南海航路の 変更 （恐 ら く海南島西廻 リ

ル ー トか ら、東廻 りル ー トへ の 変更）が 紅河 デ ル タの 南海交易中継地点 と して の 役割 を大

幅に 減 じたた めで あ ろ うと考 える 。

　また 、 士燮政権崩壊後 は龍編が交州の 中心地 と考え られて い るが 、 考古学デ
ー タはル イ

ロ ウ城 の機能が その 後 も城郭 として の 機能を維持 した こ とを示 して い る 。 お そら く、 その

後 の紅河デ ル タの 支配者 （交州刺史な ど〉が 継続的 に現ル イ ロ ウ城 を中心的根拠地 とし て

利用 した の であろ う。 龍編 が後漢期以 降σ）交趾郡郡治 として機能 して い た こ とに なっ て い

るが 、 郡治が実際 は4−5世紀頃 まで現 Luy　Lau古城で あ っ た可 能性 とてあろ う 。 龍編 と贏ロ

ウ をめ ぐる郡治位置比定な ども 、 紅河デ ル タ に 内在 した歴史状況 か ら見直す必要が あ る 。
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